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 「障害者に関する世論調査」が内閣府により 5 年ごとに実施されています。障害及び障害 

 者に関する国民の意識を把握し、施策の参考とすることが目的です。この調査の中に、「共生 

社会」の考え方を問うものがありますので、データの一部を引用して紹介します。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 2022 年の調査では、“当たり前/どちらかと言えば当たり前だと思う”が、15 年前と比べて 

9.1 ポイント増加しており、「共生社会」の考え方が浸透してきていると考えられています。 
 

今月３日に、国立特別支援教育総合研究所セミナーが開かれ、（株）日本理化学工業の大山 

隆久代表取締役社長の講演がありました。会社は知的障害のある従業員が７割を超えるチョ 

ークメーカーで、「働く幸せの実現」を目指して、会社で役に立って働ける共生社会の実現を 

長きに渡って追求しておられます。会社の取組の中には、学校教育に携わる者にとってヒン 

トとなることがたくさんあります。関心のある方は日本理化学工業の HP をご覧ください。  
 

さて、2012 年に中央教育審議会初等中等教育分科会によって取りまとめられた「共生社会 

の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進（報告）」には 

次のような文があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これからも、共生社会の形成に向けて、関係機関等との連携のもと、子どもたちを真ん中に 

おいた特別支援教育を充実、推進していきましょう。 

共生社会の形成に向けて、私たちにできることは何でしょう？ 

＜引用・参考＞ 〇「障害者に関する世論調査」（内閣府ホームページ） 

        〇「令和 5 年版障害者白書」（内閣府） 

        〇「会社案内｜日本理化学工業株式会社」（日本理化学工業株式会社ホームページ）  

※「障害者に関する世論調査」（内閣府 https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-shougai/ 等）
をもとに作成 
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Q  「障害のある人が身近で普通に生活しているのが当たり前だ」

という考え方について、どう思うか？

当たり前だと思う/どちらか

と言えば当たり前だと思う

当たり前だと思わない/どち

らかと言えば当たり前だと

思わない

（％） 

https://survey.gov-online.go.jp/r04/r04-shougai/

